
 

 

ひきこもりへの認識に関する世論調査<概要> 
 

 

令和６年２月 

 
 

調査実施の概要 
 

１ 調査目的 
 

ひきこもりに関する都民の意識や要望等を把握し、今後の施策推進の参考とする。 

 

２ 調査項目 
 

(1) ひきこもり等に関する理解・関心 

(2) ひきこもりに関する行動意識等 

(3) ひきこもりに関する周知・啓発 

(4) ひきこもりに関する支援 

(5) 都政への要望 

 

３ 調査設計 
 

(1) 調 査 対 象 ：東京都全域に住む満 18歳以上の男女個人 

(2) 標 本 数：4,000 標本 

(3) 標本抽出方法：住民基本台帳に基づく層化二段無作為抽出法 

(4) 調 査 方 法 ：郵送法（郵送送付・郵送回収、ＷＥＢ〔インターネット〕回答併用） 

(5) 調 査 期 間 ：令和 5年 9月 15 日～10月 15 日 

(6) 調査実施機関：一般社団法人輿論科学協会 

 

４ 回収結果 
 

(1) 有効回収標本数（率） 1,846 標本（46.2％）〔うち郵送 1,184 標本、インターネット 662 標本〕 

(2) 未完了標本数 （率） 2,154 標本（53.9％） 

 

 

 

 

  
 

東京都
テキストボックス
参考資料１
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テキスト注釈
T0538107 : Accepted



－1－ 

調 査 結 果 の 概 要 
 

※ｎは質問に対する回答者数で、比率算出の基数を示す。 

※個々の比率の合計は、全体の計に一致しないことがある。 

※Ｍ.Ａ.はいくつでも選択、3Ｍ.Ａ.は 3つまで選択、5Ｍ.Ａ.は 5つまで選択 

※Ｍ.Ｔ.は回答の合計をｎで割った比率 

 

 

1 ひきこもり等に関する理解・関心 

 

（1）社会福祉施策への関心度：社会福祉に関する分野の中で関心があるものを聞いた。（Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ3～Ｐ4） 

・「年金」が 66％でトップ 

・「高齢者」60％、「子育て」48％が続く 

 

 

 

  

(ｎ＝1,846)

年金

高齢者

子育て

いじめ

障害者

生活困窮者

ハラスメント

福祉のまちづくり

ひとり親家庭

ひきこもり

その他

特にない

無回答
<M.T.=352.2>

65.6 

60.3 

48.0 

30.7 

28.9 

27.3 

23.0 

22.2 

21.4 

19.0 

2.3 

3.4 

0.5 

0 10 20 30 40 50 60 70（％）



－2－ 

（2）行政機関への相談方法：悩みや困りごとを抱えて、行政機関（区役所、市役所などの窓口）に相談

しようと思ったとき、どのような方法で相談したいか聞いた。（Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ5～Ｐ6） 

・「対面（来所）」が 60％でトップ 

・「電話」57％、「メール」27％が続く 

 

 

  

(ｎ＝1,846)

対面（来所）

電話

メール

ＳＮＳ（LINE、X(旧Twitter)等）

オンライン（Web会議システム）

自宅への訪問

その他

特にない

無回答
<M.T.=200.3>

60.4 

56.8 

27.2 

22.9 

15.8 

11.1 

0.8 

5.4 

0.5 

0 10 20 30 40 50 60 70（％）
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（3）ひきこもりという状態の印象・考え：「ひきこもり」という状態について、どのような印象・考え

を持っているか聞いた。（Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ7～Ｐ9） 

・「誰にでも起こりうる」が 72％でトップ 

・「ストレスから身を守っている」41％、「他人事ではない」40％が続く 

 

 

  

(ｎ＝1,846)

誰にでも起こりうる

ストレスから身を守っている

他人事ではない

人に言いづらい

病気や障害である

つらい経験がある

甘えている

働かないことが問題

親の育て方が悪い

怠けている

ＩＴ関係が得意

無理にでも外に引っ張り出すべき

その他

特にない

無回答
<M.T.=314.1>

71.9 

41.4 

40.0 

39.3 

34.7 

27.1 

14.6 

13.7 

9.8 

7.7 

3.4 

2.7 

5.3 

2.4 

0.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 （％）
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（4）ひきこもりの状態になるきっかけ：「ひきこもり」の状態になるきっかけとして、何が多いと思う

か聞いた。（Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ10～Ｐ12） 

・「不登校（いじめ、学校生活になじめなかった等）」が 84％でトップ 

・「職場における人間関係（ハラスメント等）」74％、「病気」48％が続く 

 

 

  

(ｎ＝1,846)

不登校（いじめ、学校生活になじ
めなかった等）

職場における人間関係
（ハラスメント等）

病気

受験・進学のつまずき

就職活動のつまずき

職場における人間関係以外の理由
（職場環境、リストラ等）

家族関係

新型コロナウイルスの流行

特にきっかけはないと思う

その他

分からない

無回答
<M.T.=386.2>

83.7 

73.5 

47.8 

46.7 

42.2 

39.8 

35.2 

10.5 

1.1 

2.8 

2.8 

0.6 

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 （％）
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（5）ひきこもりで思い浮かぶ年齢層：「ひきこもり」という言葉から、特にどの年齢層を思い浮かべる

か聞いた。 

（本文Ｐ13～Ｐ15） 

・「若年層（15～39 歳）」が 48％でトップ 

・「年齢は関係ない」36％、「児童層（15歳未満）」9％が続く 

 

 

 

（6）ひきこもりで思い浮かぶ性別：「ひきこもり」という言葉から、どの性別の方を思い浮かべるか 

聞いた。 

（本文Ｐ16～Ｐ17） 

・「性別は関係ない」が 62％でトップ 

・「男性」35％、「女性」1％が続く 

 

  

(ｎ＝1,846)

（％）

8.9

48.0

5.1

0.5

35.7

1.4 0.4

児童層

（15歳未満）

若年層

（15～39歳）

中年層

（40～64歳）

高齢層

（65歳以上）

年齢は

関係ない

分からない 無回答

(ｎ＝1,846)

（％）

35.0

0.5

61.5

2.4 0.5

男性

女性

性別は関係ない

分からない 無回答



－6－ 

（7）ひきこもりの状態にあると思う期間：家や自室にどのくらいの期間ひきこもっていた場合、「ひき

こもり」の状態にあると思うか聞いた。 

（本文Ｐ18～Ｐ20） 

・「1か月以上～3か月未満」が 23％でトップ 

・「期間は関係ない」21％、「1年以上」17％が続く 

 

 

 

（8）自分にあてはまる気持ち：自分の気持ちにあてはまるものを聞いた。 

（本文Ｐ21～Ｐ30） 

・「社会との関わりを避けて家や自室にこもる人の気持ちが分かる」は『分かる（計）』61％、『分から

ない（計）』38％ 

・「他者と関わりたくないと思うことがある」は『ある（計）』74％ 

・「嫌な出来事があると、外に出たくなくなる」は『ある（計）』53％ 

 

 
 

（注 1）『分かる（計）』は「分かる」「どちらかと言えば分かる」の合計 

『分からない（計）』は「分からない」「どちらかと言えば分からない」の合計 

（注 2）『ある（計）』は「常にある」「時々ある」「たまにある」の合計 

  

(ｎ＝1,846)

（％）

11.0

22.7

12.0

9.2

16.8

21.1

6.7

0.5

1か月

未満

1か月以上

～3か月未満

3か月以上～6か月未満

6か月以上～1年未満

1年以上

期間は

関係ない

分からない

無回答

(ｎ＝1,846)

（計） （計）

社会との関わりを避けて家や

自室にこもる人の気持ちが分かる
61.2 37.6

（計）

他者と関わりたくないと思うこと

がある
74.2

嫌な出来事があると、外に出たく

なくなる
53.4

16.4

7.9

5.8

44.8

29.0

18.0

25.1

37.3

29.6

12.5

24.8

45.5

1.2

1.0

1.1

分かる

どちらかと

言えば分かる

どちらか

と言えば

分からない

分から

ない 無回答

分
か
る

分
か
ら

な
い

常に

ある 時々ある たまにある

ほとんど

ない 無回答

あ
る

（％）
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2 ひきこもりに関する行動意識等 

 

（1）身近な当事者の有無：自身や家族にひきこもりの状態にある人がいるか聞いた。 

（本文Ｐ31～Ｐ32） 

・「自分自身」は 1％ 

・「家族にいる（同居問わず）」は 5％ 

 

 

（注 1）『自身や家族にいる（計）』は「自分自身」「家族にいる（同居問わず）」の合計 

（注 2）本調査は実態調査ではなく意識調査であることから、本結果の扱いには十分な留意が必要 

  

(ｎ＝1,846)

(計)

6.0

（％）

1.2
4.8

90.6

3.0 0.4

自分自身 家族にいる

（同居問わず）

いない

分からない 無回答

自
身
や

家
族
に
い
る
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（2）自身がひきこもりの状態になった際の相談先：自分自身がひきこもりの状態にあると答えた人 

（23 人）に、現在の状態について、誰かに相談し

たことがあるか聞いた。（Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ33～Ｐ35） 

・「家族」が 52％でトップ 

・「友人・知人」「行政機関（地元の自治体）」17％が続く 

 

 

 

（注）本調査は実態調査ではなく意識調査であること、また本問は回答数が極少数であることから、本結果の扱いには 

十分な留意が必要 

  

(ｎ＝23)

家族

友人・知人

行政機関（地元の自治体）

親戚

医療機関

社会福祉協議会

民間の支援団体

SNSや交流サイト

行政機関（地元以外の自治体）

家族会・当事者会

その他

相談したいができない

相談したくない

答えたくない
<M.T.=156.5>

52.2 

17.4 

17.4 

13.0 

13.0 

4.3 

4.3 

0

0

0

8.7 

8.7 

13.0 

4.3 

0 10 20 30 40 50 60（％）



－9－ 

（3）家族がひきこもりの状態になった際の相談先：家族がひきこもりの状態にあると答えた人（88人）

に、現在の状態について、誰かに相談したことがあ

るか聞いた。（Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ36～Ｐ38） 

・「家族」が 42％でトップ 

・「友人・知人」38％、「親戚」24％が続く 

 

 

 

（注）本調査は実態調査ではなく意識調査であることから、本結果の扱いには十分な留意が必要 

  

(ｎ＝88)

家族

友人・知人

親戚

行政機関（地元の自治体）

医療機関

民間の支援団体

社会福祉協議会

家族会・当事者会

SNSや交流サイト

行政機関（地元以外の自治体）

その他

相談したいができない

相談したくない

答えたくない

無回答
<M.T.=188.6>

42.0 

37.5 

23.9 

22.7 

22.7 

5.7 

2.3 

2.3 

1.1 

0

5.7 

6.8 

8.0 

8.0 

2.3 

0 10 20 30 40 50（％）
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（4）自身がひきこもりの状態になったとした際の相談先：ひきこもりの状態にある人はいない、また

は、分からないと答えた人（1,728 人）に、

もし自身がひきこもりの状態になったとし

たら、そのことを誰かに相談するか聞いた。 

（Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ39～Ｐ41） 

・「家族」が 49％でトップ 

・「友人・知人」30％、「医療機関」22％が続く 

 

 

  

(ｎ＝1,728)

家族

友人・知人

医療機関

行政機関（地元の自治体）

SNSや交流サイト

民間の支援団体

親戚

社会福祉協議会

家族会・当事者会

行政機関（地元以外の自治体）

その他

相談しない、できないと思う

分からない

無回答
<M.T.=174.0>

48.8 

29.5 

22.4 

12.9 

7.9 

6.9 

6.3 

4.1 

2.3 

1.7 

0.9 

19.8 

10.5 

3.5 

0 10 20 30 40 50 60 （％）
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（5）家族がひきこもりの状態になったとした際の相談先：ひきこもりの状態にある人はいない、また

は、分からないと答えた人（1,728 人）に、

もし家族がひきこもりの状態になったとし

たら、そのことを誰かに相談するか聞いた。 

（Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ42～Ｐ44） 

・「家族」が 51％でトップ 

・「医療機関」34％、「行政機関（地元の自治体）」30％が続く 

 

 

  

(ｎ＝1,728)

家族

医療機関

行政機関（地元の自治体）

友人・知人

民間の支援団体

親戚

社会福祉協議会

SNSや交流サイト

家族会・当事者会

行政機関（地元以外の自治体）

その他

相談しない、できないと思う

分からない

無回答
<M.T.=218.3>

50.5 

33.9 

30.4 

29.5 

15.6 

14.1 

9.2 

7.9 

7.6 

4.2 

0.7 

6.6 

8.2 

8.3 

0 10 20 30 40 50 60 （％）
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（6）自身がひきこもりの状態になる可能性：ひきこもりの状態にある人はいない、または、分からない

と答えた人（1,728 人）に、自身がひきこもりの状態にな

る可能性があると思うか聞いた。 

（本文Ｐ45～Ｐ48） 

・『可能性がある（計）』は 22％ 

・『可能性はない（計）』は 59％ 

 

 
 

（注）『可能性がある（計）』は「可能性がある」「少しは可能性がある」の合計 

『可能性はない（計）』は「可能性はない」「あまり可能性はない」の合計 

  

(ｎ＝1,728)

(計) (計)

22.1 59.1

（％）

6.6

15.5

30.2

28.9

1.0

1.0

12.6

4.2

可能性がある

少しは

可能性がある

あまり

可能性はない

可能性はない

以前その状態だったが、

もうならないと思う

以前その状態だったが、

またなるかもしれないと思う

分から

ない

無回答

可
能
性
が
あ
る

可
能
性
は
な
い
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3 ひきこもりに関する周知・啓発 

 

（1）都が実施している普及啓発の認知度：ひきこもりに関する都の広報で、見たことがあるものはある

か聞いた。（Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ49～Ｐ51） 

・「広報紙『広報東京都』の記事」が 9％でトップ 

・「パンフレット類」7％、「都の広告デザイン」2％が続く 

・「見たことがない、覚えていない」は 66％ 

 

 

  

(ｎ＝1,846)

広報紙「広報東京都」の記事

パンフレット類

都の広告デザイン

都のホームページ（都公式、東京都
ひきこもりサポートネット）

東京動画における啓発動画
（PR、ドキュメンタリー）

オンライン講演会

その他

見た気はするが都の広報かは分から
ない

見たことがない、覚えていない

無回答

<M.T.=106.3>

8.5 

7.1 

2.0 

1.8 

1.5 

0.1 

1.1 

17.8 

66.3 

1.4 

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）
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（2）ひきこもりへの理解を深めるための広報媒体：ひきこもりへの関心と理解を深めるためには、 

どの広報媒体が効果的だと思うか聞いた。 

（5Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ52～Ｐ54） 

・「テレビ」が 69％でトップ 

・「インターネット広告（YouTube、X(旧 Twitter)等）」53％、「交通広告（電車、バス等）」37％が続く 

 

 

  

(ｎ＝1,846)

テレビ

インターネット広告
（YouTube、X(旧Twitter)等）

交通広告（電車、バス等）

新聞、雑誌記事

広報紙

ホームページ

ラジオ

店内広告（コンビニ、書店、薬局等）

チラシ、リーフレット

屋外広告（街頭ビジョン、看板等）

その他

特にない

無回答
<M.T.=302.1>

68.6 

52.5 

37.2 

33.4 

23.7 

19.1 

18.2 

15.1 

14.3 

12.9 

2.1 

5.1 

0.5 

0 10 20 30 40 50 60 70 80（％）
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（3）ひきこもりへの理解を深めるために効果的な広報内容：ひきこもりへの関心と理解を深めるために

は、どのような広報内容が効果的だと思う

か聞いた。（3Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ55～Ｐ56） 

・「ひきこもりの状態になる背景や要因」が 62％でトップ 

・「当事者や家族の実際の生活や心境」44％、「ひきこもりに関する基礎的な情報」32％が続く 

 

 

  

(ｎ＝1,846)

ひきこもりの状態になる背景や要因

当事者や家族の実際の生活や心境

ひきこもりに関する基礎的な情報

相談・支援機関の紹介

ひきこもり経験のある著名人からの
メッセージ

偏見や誤解を解消するメッセージ

支援員や相談員の実際の対応や想い

その他

特にない

無回答
<M.T.=245.3>

61.6 

43.6 

31.9 

29.7 

29.0 

23.7 

19.0 

0.8 

6.1 

0.7 

0 10 20 30 40 50 60 70 （％）
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4 ひきこもりに関する支援 

 

（1）ひきこもり支援の認知：ひきこもりに関するサポート（行政・民間問わず）について、知っている

ものを聞いた。（Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ57～Ｐ59） 

・「電話相談」が 38％でトップ 

・「個別相談会」16％、「当事者団体や家族会での相談・交流（同じ境遇にある人との交流）」15％が続く 

・「どれも知らない」は 50％ 

 

 

  

(ｎ＝1,846)

電話相談

個別相談会

当事者団体や家族会での相談・交流
（同じ境遇にある人との交流）

家族へのセミナー

コミュニティカフェ等での相談・交流
（居場所づくり）

ひきこもりの経験がある方やその
ご家族（ピアサポーター）による相談

社会体験活動のサポート（ボラン
ティア体験や短時間就労経験）

その他

どれも知らない

無回答
<M.T.=162.0>

37.7 

16.3 

15.1 

11.3 

11.3 

10.1 

9.4 

0.6 

50.2 

1.1 

0 10 20 30 40 50 60（％）
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（2）ひきこもり相談窓口の認知：ひきこもりに関して相談できる窓口として、知っている窓口・団体等

を聞いた。（Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ60～Ｐ62） 

・「区市町村のひきこもり支援窓口」が 14％でトップ 

・「医療機関」13％、「民生委員・児童委員」「東京都ひきこもりサポートネット」12％が続く 

・「知っている窓口・団体等はない」は 55％ 

 

 

  

(ｎ＝1,846)

区市町村のひきこもり支援窓口

医療機関

民生委員・児童委員

東京都ひきこもりサポートネット

地域包括支援センター

社会福祉協議会

保健所

NPO法人などの民間団体

区市町村の生活困窮者自立相談
窓口

家族会（ひきこもりの状態にある
方のご家族の集まり）

当事者団体（ひきこもりの経験が
ある方の集まり）

精神保健福祉センター

居住地域以外の区市町村窓口

その他

知っている窓口・団体等はない

無回答
<M.T.=167.1>

13.9 

12.6 

11.8 

11.8 

9.5 

9.4 

9.2 

8.9 

6.7 

6.3 

5.4 

4.8 

1.2 

0.8 

54.7 

1.7 

0 10 20 30 40 50 60（％）
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5 都政への要望 

 

（1）ひきこもり支援に関する行政への要望：ひきこもりの状態にある方やそのご家族を支援するため

に、都や区市町村がどのような施策を行うことが必要だ

と思うか聞いた。（5Ｍ.Ａ.） 

（本文Ｐ63～Ｐ65） 

・「相談窓口の明確化（窓口情報の発信）」が 63％でトップ 

・「当事者と家族への継続的なサポート（状況に合った支援、孤立回避等）」54％、「適切な支援機関の

紹介」53％が続く 

 

 

 

(ｎ＝1,846)

相談窓口の明確化（窓口情報の発信）

当事者と家族への継続的なサポート
（状況に合った支援、孤立回避等）

適切な支援機関の紹介

相談体制の強化（様々な相談方法の展開）

相談員・支援員の養成（スキル向上、
研修等）

広報活動の充実（偏見解消等）

多様な関係機関との連携（行政と民間との
連携等）

活動の場の充実（イベント活動、オンライ
ンコミュニティ、ボランティア活動等）

民間団体（NPO、家族会、当事者団体等）
への支援

その他

特にない

無回答
<M.T.=343.9>

62.5 

53.8 

53.1 

44.7 

32.1 

28.9 

24.5 

19.2 

16.6 

3.0 

5.7 

1.6 

0 10 20 30 40 50 60 70（％）




